
○邑知潟南縁断層帯の断層面の傾斜方向を確認するため，文献調査を実施した。
○下川ほか（2002），水野ほか（2003）によれば，邑知潟南縁断層帯は南東傾斜（傾斜角約30°）の逆断層であると推定される。

反射法地震探査測線（ＣＭＰ番号）位置図
（水野ほか（2003）に一部加筆）

S波反射法地震探査結果（深度断面）
（水野ほか（2003）に一部加筆）

S-1測線S-2測線

・国土地理院発行50mメッシュ数値地図及び羽咋市発行の
5,000分の1地形図を使用

解釈図
（水野ほか（2003）に一部加筆）

B測線（下川ほか，2002）

P波反射法地震探査（Ｂ測線）結果（深度断面）
（再解析後）

（水野ほか（2003）に一部加筆）

←平野側 山地側→
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.24 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

3.2.24(2)  邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の同時活動の可能性の検討 －文献調査－



○森本・富樫断層帯の断層面の傾斜方向を確認するため，文献調査を実施した。
○地震調査委員会（2013a）によれば，森本・富樫断層帯は東傾斜（傾斜角約40～60°）の逆断層と推定される。

反射断面図（表層地質及び撓曲帯も併記）
（産業技術総合研究所（2008a）を地震調査委員会（2013a）が編集）

反射断面解釈図
（産業技術総合研究所，2008a）

利屋地点における反射法弾性波探査測線位置図
（産業技術総合研究所，2008a）

右上図範囲

志賀原子力
発電所

30km

位置図
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.24 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

3.2.24 (2) 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の同時活動の可能性の検討 －文献調査－



○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の周辺の地形を確認するため，地形調査を行った。
○空中写真判読の結果，邑知潟南縁断層帯は宝達丘陵と邑知潟平野の境界に急崖等が連続して認められる南東側隆起の断層である。
○空中写真判読の結果，森本・富樫断層帯は宝達丘陵南部と金沢平野の境界に沿って認められる東側隆起の断層である。
○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の地表トレースは，ほぼ連続して分布する（離隔距離：約400m）。

赤色立体地図※

邑知潟南縁断層帯は宝達丘
陵と邑知潟平野の境界に急
崖等が連続して認められる
南東側隆起の断層である。

森本・富樫断層帯は宝達丘
陵南部と金沢平野の境界に
沿って認められる東側隆起
の断層である。

志賀原子力
発電所

※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」
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右図拡大
範囲

拡大図

邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯
の地表トレースは，ほぼ連続して分布
する（離隔距離：約400m）。

邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

森本・富樫断層帯断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.24 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

3.2.24 (3)  邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の同時活動の可能性の検討 －地形調査－



○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯間の地質構造の連続性を検討するため，両断層間の反射法地震探査記録を確認した。
○その結果，邑知潟南縁断層帯～森本・富樫断層帯間の指江測線に断層等は認められず，両断層は連続しない。

解釈図

反射法地震探査断面図

← NW SE →

← NW SE →
野寺断層延長位置

30km

0 10km

下図範囲

位置図
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坪山-八野断層延長位置坪山-八野断層延長位置

坪山-八野断層延長位置坪山-八野断層延長位置

邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

森本・富樫断層帯断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

森本・富樫断層帯

邑知潟南縁断層帯

野寺断層延長位置

森本・富樫断層帯延長位置

森本・富樫断層帯延長位置

反射法地震探査測線位置図
(活断層図（都市圏活断層図）(堤ほか，2010； 基図は地理院地図)に一部加筆)

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.24 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

3.2.24 (4)  邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の同時活動の可能性の検討 －反射法地震探査－

反射法地震探査仕様
測線長 3010m

振源

電磁式バイブレータ1台
（ ス イープ数 16 回， ス
イ ー プ 周 波 数 15 ～
120Hz，スイープ長7s）

発振点間隔 10m

受振器

上下動速度計
（L-40A固有周波数
40hz，6個グループ）

受振点間隔 10m

記録系
有線型データ
収録装置（DAS-1）

サンプリング間隔 1ms
記録長 1.5s
解析CMP間隔 5m



○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の間の深部構造の連続性を検討するため，文献調査を行った。
○文科省ほか（2024）は，森本・富樫断層帯周辺における既往重力データを収集し，そこに新規重力データを加えた重力異常図及びその勾配図を作成し，森本・富樫断

層帯及び周辺の活断層に関する重力異常の特徴を以下のように抽出している。
・森本・富樫断層帯の走向方向と平行なN30°E方向の重力異常の勾配図（左下図）では，断層の走向方向に構造境界が存在すると勾配の絶対値が大きな領域とし

て表れる。
・森本断層の北端と邑知潟断層帯南端の間で勾配値が大きな領域が分布し，これは森本断層と邑知潟断層帯の地下の断層構造が連続しないことを反映している

可能性が現時点では考えられる。
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森本・富樫断層帯の走向方向と平行なN30°E方向の重力異常の勾配図
（文科省ほか（2024）に一部加筆）

左図と地質図を重ね合わせた図
（文科省ほか（2024）に一部加筆）

・コンター間隔：0.5mGal/km
・活断層の地表トレース（茶線）は「都市圏活断層図（邑知潟）」（杉戸ほか，2010），「都市圏活

断層図（金沢）」（東郷ほか，1998），「都市圏活断層図（鶴来）」（松多ほか，2016）に基づく。
・活断層の地表トレース（赤線）は「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）に基づく。

勾配値が大きな領域

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.24 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

3.2.24 (5)  邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の同時活動の可能性の検討 －重力異常分布－



ブーゲー異常図 水平一次微分図●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal
鉛直一次微分値が0mGal/kmの等
値線

○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の深部構造を比較するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○ブーゲー異常図及び水平一次微分図から，邑知潟南縁断層帯の北部（石動山断層・古府断層）については，地形から想定される隆起側（南東側）に高重力異常域が

分布し，隆起側に対して直線的に連続する重力異常急変部が認められるものの，邑知潟南縁断層帯の南部（野寺断層，坪山-八野断層及び内高松付近の断層）と
森本・富樫断層帯については，対応する重力異常急変部は認められず，連動の可能性については明確に判断できない。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001) ， Yamamoto et al. (2011) ， Hiramatsu et al.
(2019)，澤田ほか（2021），海域は産業技術総合研究
所地質調査総合センター(2013)，石田ほか（2018）を
用いて，金沢大学・当社が作成した。

・なお，ブーゲー異常図は，平面トレンド成分の除去及
び遮断波長4kmのローパスフィルター処理を行ってお
り，それを基に水平一次微分図を作成した。
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内高松付近の断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

坪山-八野断層

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.24 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

3.2.24 (5)  邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の同時活動の可能性の検討 －重力異常分布－



514

○邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯は，同時活動する可能性があると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を
行った。

○地表での断層位置・形状を確認した結果，両断層は断層トレースが並走しない。

○断層形状・位置関係を確認した結果，邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯は，断層トレースが並走せず，両断層がともに震源断層として活
動する（主断層－主断層の関係）と判断し，両断層の連動を考慮する。

○両断層の連動を考慮した結果，「邑知潟南縁-森本・富樫断層帯」として，走向がNE-SW方向，南東傾斜（約30～60°）の逆断層と評価した。

○断層長さは，邑知潟南縁断層帯の北東端から森本・富樫断層帯の南西端までの約74km（74.3km）※区間を評価した。

赤色立体地図※ ※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」

志賀原子力
発電所

邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

断層端点

傾斜方向

森本・富樫断層帯断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.24 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯の連動の検討結果

3.2.24（6） 同時活動する可能性のある断層の関連性の検討

※：括弧内の長さは，邑知潟南縁断層帯の長さ（44.3km）と森本・富樫断層帯の長さ（30km）
を足し合わせた値を記載している。



3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の
連動の検討結果

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

矢印 ・・・・ 検討対象として選定した断層の組合せ

青色：連動に該当しない

志賀原子力
発電所

連動の検討対象位置図

0 20km10
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検討内容 検討結果

地形及び地質構造(a)

①邑知潟南縁-森本・富樫断層帯の長さは約74km，砺波平野断層帯（西部）の長さは約26kmであり，断層長さは邑知潟南縁-森本・富樫断層帯の方が大
きい（P.505，第1328回審査会合 資料1-1 P.324）。

文献調査(b)
②文科省ほか（2024）は，森本断層と法林寺断層を横断する反射法断面（内灘－南砺測線）から，法林寺断層は地下深部に延びる森本断層に収れんする
としている（P.520）。

断層の活動履歴 平均変位速度(c) ③砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は，森本・富樫断層帯に比べて明らかに小さい（P.522）。

評価

［評価結果］
・検討の結果，断層長さは砺波平野断層帯（西部）より邑知潟南縁－森本・富樫断層帯の方が長く（①），文科省ほか（2024）の反射法断面から，砺波平野
断層帯（西部）が森本・富樫断層帯に収れんすると評価されている（②）ことや砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は，森本・富樫断層帯に比べて明
らかに小さい（③）ことから，邑知潟南縁－森本・富樫断層帯が主断層，砺波平野断層帯（西部）が副断層であると判断した。
・以上のことから，断層モデルについては，邑知潟南縁－森本・富樫断層帯のみを断層モデルとして設定することとする。

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）について， 「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を
行った。検討にあたっては，近接して分布する森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）を検討対象とした。検討結果は以下の通り。

連
動
の
検
討

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査(A)

①地震調査委員会（2008b, 2013a）は，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）を別の起震断層として設定している（P.518）。
②森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の地表トレースは，一部並走区間を伴って近接して分布する（P.519）。

反射法地震
探査

断層面の傾斜方
向(B)

③地震調査委員会（2013a）によれば，森本・富樫断層帯は東傾斜（傾斜角約40～60°）の逆断層と推定される（P.519）。
④地震調査委員会（2008b）によれば，砺波平野断層帯（西部）は北西傾斜（約45～50°）の逆断層である（P.519）。
⑤文科省ほか（2024）は，森本断層と法林寺断層を横断する反射法断面（内灘－南砺測線）から，法林寺断層は中角度・東傾斜であり，地下深部
に延びる森本断層に収れんするとしている（P.520）。

地球物理学
的調査

重力異常分布(C)
⑥砺波平野断層帯（西部）の一部に対応する重力異常急変部は認められるが，森本・富樫断層帯に対応する構造は明瞭ではないことから，両断
層の同時活動の可能性については明確に判断できない（P.521）。

断層の活動履歴 平均変位速度(D)
⑦砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は，森本・富樫断層帯に比べて明らかに小さい（P.522）。
・地震調査委員会（2013a）によれば，森本・富樫断層帯の平均変位速度は概ね1m/千年（上下成分）である。
・地震調査委員会（2008b）によれば，砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は0.3-0.4m/千年程度以上（上下成分）である。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）について，地震調査委員会は別の起震断層として設定しており（①），両断層の平均変
位速度は明らかに異なる（⑦）ものの，両断層は，一部並走区間を伴って近接して分布し（②），地下で近づく関係にある（③，④，⑤）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は同時活動する可能性が否定できないことから，１つ
の起震断層として設定する。

＜同時活動の可能性の検討＞
青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.25(1) 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

＜同時活動する可能性のある断層の関連性の検討＞

○邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は，１つの起震断層として設定すると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を行った（P.523）。

○断層位置・形状を確認した結果，邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は，断層トレースが並走し，断層面が地下で近づく関係にあることから，一方の断層のみが震源
断層として活動する（主断層－副断層の関係）と判断し，主断層のみを震源断層として考慮する（連動に該当しない）こととする。

＜いずれが主断層であるかの検討＞

○連動の検討の結果，邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は，主断層のみを震源断層として考慮することとしたことから，いずれが主断層であるかの検討を行った。検討結果は以下の通り。

断
層
モ
デ
ル
の
設
定
方
法
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【邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】

赤色立体地図※

※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」

志賀原子力
発電所

赤矢印：邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と
砺波平野断層帯（西部）の連動の
検討の流れ

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果
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邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

断層端点

傾斜方向



○森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動に関する文献調査を行った。
○地震調査委員会（2008b，2013a）は，森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯西部を別の起震断層として設定しているものの，今後，森本・富樫断
層帯と砺波平野断層帯西部の活動の関連について検討する必要があるとしている。

森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯西部の位置関係概略図
（地震調査委員会（2013a）に一部加筆）

志賀原子力
発電所

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.25(2)  森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の同時活動の可能性の検討 －文献調査－
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反射法弾性波探査断面（地震調査委員会，2013a）

○森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の特徴及び断層面の傾斜方向を確認するため，文献調査を実施した。

○森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の地表トレースは，一部並走区間を伴って近接して分布する（離隔距離：約10㎞）。

反射断面図（表層地質及び撓曲帯も併記）
（産業技術総合研究所（2008a）を地震調査委員会

（2013a）が編集）

反射断面解釈図
（産業技術総合研究所，2008a）

地震調査委員会(2008b，2013a)トレース

都市圏活断層図(松多ほか，2016；堤ほか，2003，2010；
東郷ほか，1998；後藤ほか，2015）トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文科省ほか（2023）トレース

反射法弾性波探査測線
（産業技術総合研究所，2008a）

反射法探査測線
（富山県，1999）

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(松多ほか，2016;堤ほか，2002，2003，2010;東郷ほか，1998; 

後藤ほか，2015，2020; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

砺波平野断層帯（西部）

森本・富樫断層帯

【地震調査委員会(2008b，2013a)】

○地震調査委員会（2013a）は，産業技術総合研究所（2008a）が実施した反射法弾性波探査結果などから，森本・富樫断層帯は東傾斜（約40～60°）の逆断層と推定している（右上図）。

○地震調査委員会（2008b）は，富山県（1999）が実施した浅層反射法探査結果などから，砺波平野断層帯西部は北西傾斜（約45～50°）の逆断層と推定している（右下図）。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.25(2)  森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の同時活動の可能性の検討 －文献調査－
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深部構造探査「内灘−南砺測線」による地下構造断面
（重合前時間マイグレーション深度断面図）

（文科省ほか（2024）に一部加筆）

【文科省ほか（2024）】

○文科省ほか（2024）は，森本断層と法林寺断層を横断する反射法断面（内灘－南砺測線）から，法林寺断層は中角度・東傾斜であり，地下深部
に延びる森本断層に収れんするとしている。

深部構造探査「内灘−南砺測線」の測線位置図
（文科省ほか（2024）に一部加筆）

森本断層 法林寺断層

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果
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○文科省ほか（2024）は，森本・富樫断層帯の周辺域において，新規重力データを取得したうえで，森本・富樫断層帯や法林寺断層周辺の重力異
常の特徴を整理しており，それによれば，森本・富樫断層帯は，金沢平野付近の低重力異常域に区画されるように位置しており，断層帯を境と
するような重力異常の変化は明瞭ではないとされている。一方，砺波平野断層帯（西部）を構成する断層の内，石動断層は断層の走向方向に重
力異常値が急変しているとしている。

○このことから，砺波平野断層帯（西部）の一部に対応する重力異常急変部は認められるが，森本・富樫断層帯に対応する構造は明瞭ではないこ
とから，両断層の同時活動の可能性については明確に判断できない。

重力異常図
（遮断波長4㎞のフィルター処理）
（文科省ほか（2024）に一部加筆）

水平一次勾配
（遮断波長4㎞のフィルター処理，右図は地質図と重ね合わせた図）

（文科省ほか（2024）に一部加筆）

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.25(3)  森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の同時活動の可能性の検討 －重力異常分布－
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○森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）について，文献調査による平均変位速度の比較を行った。
○地震調査委員会（2013a）は，東郷ほか（1998）及び池田ほか編（2002）が断層帯中央部付近で実施した地形調査結果等を踏まえ，森本・富樫断
層帯の平均上下変位速度を概ね1m/千年であった可能性があるとしている。

○地震調査委員会（2008b）は，富山県（2000a）が南砺市法林寺で実施した極浅層反射法探査の結果等を踏まえ，砺波平野断層帯西部の平均上
下変位速度を0.3-0.4m/千年程度以上と推定している。

○文科省ほか（2024）は，法林寺断層の平均上下変位速度は，明らかに森本断層に比べて小さいとし，反射法探査から推定した森本断層・法林寺
断層の構造的な関係と整合的であるとしている。

○文献調査の結果に基づく平均変位速度を比較した結果，砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は，森本・富樫断層帯に比べて明らかに小さ
い。

地震調査委員会(2008b，2013a)トレース

都市圏活断層図(松多ほか，2016；堤ほか，2003，2010；
東郷ほか，1998；後藤ほか，2015）トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

文科省ほか（2023）トレース

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(松多ほか，2016;堤ほか，2002，2003，2010;東郷ほか，1998; 

後藤ほか，2015，2020; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

砺波平野断層帯（西部）

森本・富樫断層帯

・東郷ほか（1998）及び池田ほか編
（2002）は，断層帯中央部を構成す
る野町撓曲（野町断層）による低位
段丘面Ⅰ（泉野面）の上下変位量を
20m以上と見積もり，また同面の形
成時期を約2万年前と推定し，上下
方向の平均変位速度が1m/千年を
上回っているとした（地震調査委員
会，2013a）。

・富山県（2000）は，南砺市法林寺での
極浅層反射の結果から法林寺断層の
上下変位量と年代値を求めている。こ
れによると，約3万3千年前に形成され
た地層で12m，約3万年前に形成され
た地層で9-10m，姶良Tn火山灰（約2
万8千年前）で8.5-9.5mの上下変位を
それぞれ示している。したがって，平
均上下変位速度は，それぞれ0.36m/
千年，0.30-0.33m/千年及び0.3-
0.34m/千年と求められる。ただし，本
地域では断層は幅100-200mの撓曲
帯を形成しているとされていることから，
断層全体の平均上下変位速度は上記
の数値以上になると考えられる（地震
調査委員会，2008b）。

犀川左岸で撓曲する低位段丘面の断面（東郷ほか，1998）

極浅層反射断面解釈図（富山県，2000a）

地形断面位置（東郷ほか，1998）
極浅層反射法探査測線

（富山県，2000）

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.25(4） 森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の同時活動の可能性の検討 －平均変位速度－
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○邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は，同時活動する可能性があると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を
行った。

○地表での断層位置・形状を確認した結果，両断層は断層トレースが並走する関係にある。
○両断層の地下深部形状を確認した結果，邑知潟南縁-森本・富樫断層帯は東傾斜（傾斜角約30～60°），砺波平野断層帯（西部）は北西傾斜（約45～50°）であり，
地下で近づく関係にある。

○断層位置・形状を確認した結果，邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は，断層トレースが並走し，断層面が地下で近づく関係にあることから，
一方の断層のみが震源断層として活動する（主断層－副断層の関係）と判断し，主断層のみを震源断層として考慮する（連動に該当しない）こととする。

・邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は，地下で近づく関係にある。

両断層の地下深部形状
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邑知潟南縁-
森本・富樫断層帯

砺波平野断層帯
（西部）

約45°
約60°

赤色立体地図※ ※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」

志賀原子力
発電所

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.25(5) 同時活動する可能性のある断層の関連性の検討
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邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

断層端点

傾斜方向



○連動の検討の結果，邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）は，主断層のみを震源断層として考慮することとしたことから，いずれが主断層である
かの検討を行った。

○邑知潟南縁-森本・富樫断層帯の長さは約74km，砺波平野断層帯（西部）の長さは約26kmであり，断層長さは邑知潟南縁-森本・富樫断層帯の方が大きい（P.505，
第1328回審査会合 資料1-1 P.324）。

○文科省ほか（2024）は，森本断層と法林寺断層を横断する反射法断面（内灘－南砺測線）から，法林寺断層は地下深部に延びる森本断層に収れんするとしている
（P.520）。
○砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は，森本・富樫断層帯に比べて明らかに小さい（P.522）。

○検討の結果，断層長さは砺波平野断層帯（西部）より邑知潟南縁－森本・富樫断層帯の方が長く，文科省ほか（2024）の反射法断面から，砺波平野断層帯（西部）が
森本・富樫断層帯に収れんすると評価されていることや砺波平野断層帯（西部）の平均変位速度は，森本・富樫断層帯に比べて明らかに小さいことから，邑知潟南
縁－森本・富樫断層帯が主断層，砺波平野断層帯（西部）が副断層であると判断した。

・邑知潟南縁－森本・富樫断層帯が主断層と判断される。

赤色立体地図※ ※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」

志賀原子力
発電所

両断層の地下深部形状
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.25 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）の連動の検討結果

3.2.25(6)（参考）邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）のいずれが主断層であるかの検討
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邑知潟南縁断層帯断層位置

推定区間

断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

断層端点

傾斜方向
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3.2.26 酒見断層と海士岬沖断層帯の連動の検討結果

3.2.27 能登島半の浦断層帯と能都断層帯の連動の検討結果

3.2.28 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果

3.2.29 能都－滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層の連動の検討結果

3.2.30 砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動の検討結果

3.2.31 砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動の検討結果
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3.2.26 酒見断層と海士岬沖断層帯の連動の検討結果
○検討対象とする断層の組合せとして抽出した酒見断層と海士岬沖断層帯について，「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通
り。

＜同時活動の可能性の検討＞

検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査(A)
①活断層研究会（1991）は，酒見断層に対応する断層を示しているものの，海士岬沖断層帯に対応する断層を図示していない（補足資料3.2-26（2）P. 3.2-26-4）。
②地震調査委員会（2025）は，海士岬沖断層帯に対応する断層（海士岬沖東断層）を示しているが，酒見断層に対応する断層トレースを示しておらず， １つの起震断層と
して設定していない（補足資料3.2-26（2）P. 3.2-26-5）。

地形調査(B) ③酒見断層は，最高位段丘面群及び高位段丘面群の分布域に東向きの低崖等が連続して認められる西側隆起の逆断層である（P.169）。

地球物理学
的調査

反射法地震探査
(C)

④反射法地震探査の結果，酒見断層は花崗岩と推定される基盤岩の上面は，丘陵下部では不明瞭ながら段階的に高度を上げているように推定されることから，断層が
伏在する可能性がある（P.177）。

海上音波探査(D)

⑤海士岬沖断層帯はD層が急に落ち込む位置に西落ちの変形，隆起帯内に西落ちの変位が認められ，南東傾斜の逆断層と推定される。中間部の記録ではB1層以上の
変形は認められないものの，南部の記録ではB1層以上に変形が認められる（第1328回審査会合 資料1-1 P.92）。

⑥酒見断層と海士岬沖断層帯の地表トレースは，向かい合い近接して分布する（補足資料3.2-26（2）P. 3.2-26-6）。
⑦酒見断層は西傾斜（高角）の逆断層，海士岬沖断層帯は南東傾斜（約60°）の逆断層で，断層面の傾斜方向は異なり，地下で近づく関係にある（補足資料3.2-26（2）P. 

3.2-26-6）。

重力異常分布(E)
⑧酒見断層に沿って北側に高重力域が認められるが，海士岬沖断層帯は等重力線にほぼ直交しており，同時活動の可能性については明確に判断できない（補足資料

3.2-26（2）P. 3.2-26-7）。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，酒見断層と海士岬沖断層帯の同時活動を考慮した文献はない（①，②）ものの，向かい合い近接して分布（⑥）し，地下で近づく関係にある（③，④，⑤，
⑦）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，酒見断層と海士岬沖断層帯は，同時活動する可能性を否定できないことから，１つの起震断層として設定する。

連
動
の
検
討

青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する

○酒見断層と海士岬沖断層帯は，１つの起震断層として設定すると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を行った（補足資料3.2-26（3）P. 3.2-26-8）。

○断層形状・位置関係を確認した結果，酒見断層と海士岬沖断層帯は並走し，地下で近づく関係にあることから，地震調査委員会による評価事例（P.437）を踏まえると，一方の断層のみが震源断層として
活動する（主断層－副断層の関係）と判断し，主断層のみを震源断層として考慮する（連動に該当しない）こととする。

＜同時活動する可能性のある断層の関連性の検討＞

検討内容 検討結果

地
形
及
び

地
質
構
造

地形調査
リニアメント・変動地形判読
(a)

①リニアメント・変動地形の判読及び海上音波探査の結果，酒見断層の長さは約11.0kmである（P.169）

地球物理学的
調査

海上音波探査(b) ②海上音波探査及び文献調査の結果，海士岬沖断層帯の長さは約22.7kmである（第1328回審査会合 資料1-1 P.92）。

断層の活動履歴 平均変位速度(c)
③酒見断層の平均変位速度は不明である。
④海上音波探査の結果，海士岬沖断層帯の平均変位速度は0.103m／千年と推定される（第1328回審査会合 資料1-1 P.472）。

評価

［評価結果］
・検討の結果，断層長さは酒見断層より海士岬沖断層帯の方が長いものの，酒見断層の平均変位速度が不明であることから，酒見断層と海士岬沖断
層帯のいずれが主断層であるかは明確に判断できない。
・以上のことから，断層モデルについては，酒見断層と海士岬沖断層帯のそれぞれが主断層となるケースを個別に設定することとする。

＜いずれが主断層であるかの検討＞断
層
モ
デ
ル
の
設
定
方
法

＜参考＞
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○酒見断層と海士岬沖断層は主断層のみを震源断層として考慮することとしたことから，いずれが主断層であるかの検討を行った（補足資料3.2-26（4）P. 3.2-26-9）。



【酒見断層と海士岬沖断層帯の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】

赤矢印：酒見断層と海士岬沖断層帯の
連動の検討の流れ
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3.2.27  能登島半の浦断層帯と能都断層帯の連動の検討結果

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査(A)

①能登島半の浦断層帯と能都断層帯の同時活動を考慮した文献はない（補足資料3.2-27（2）P. 3.2-27-4）。

地質調査
断層面の傾斜方向
(B)

②太田ほか（1976）によれば，半の浦東断層の断層崖基部に，南北走向で西に60°傾斜する断層の露頭が記載されている
（補足資料3.2-27（2）P. 3.2-27-4）。

地形調査(C)

③空中写真判読の結果，能登島半の浦断層帯の陸域部は主に丘陵地内に崖等が認められる西側隆起の断層帯である（補足
資料3.2-27（2）P.3.2-27-5）。

④空中写真判読の結果，能都断層帯は丘陵地内に急崖等が認められる南東側隆起の断層帯である（補足資料3.2-27（2）
P.3.2-27-5）。

⑤能登島半の浦断層帯と能都断層帯の地表トレースは，近接して分布する（補足資料3.2-27（2）P.3.2-27-5）。
⑥能登島半の浦断層帯の北端では，高位段丘Ⅰ面に変位，変形は認められず，能都断層帯の南西端付近では，断層延長に
おいて中位段丘Ⅰ面に高度差が認められない（補足資料3.2-27（2）P.3.2-27-6）。

地質調査
断層面の傾斜方向
(D)

⑦能登島半の浦断層帯については，半の浦西リニアメント東方では西傾斜で西上がりの断層露頭が確認され，半の浦西リニ
アメントと関連する構造の可能性がある（補足資料3.2-27（2）P.3.2-27-7）。

⑧能都断層帯については，露頭で44°で南東傾斜する断層が確認される（補足資料3.2-27（2）P.3.2-27-7）。

地球物理学的
調査

海上音波
探査

断層間の地質構造
の連続性(E)

⑨能登島半の浦断層帯と能都断層帯の間の海上音波探査記録を確認した結果，両断層帯間の測線（L-27～L-22測線）から
は，連続性のある断層等は認められず，両断層帯は連続しない（補足資料3.2-27（2）P.3.2-27-8～10）。

重力異常分布(F)
⑩能都断層帯に沿って，大局的に北西側の重力異常値が高い傾向が認められる。しかし，能登島半の浦断層帯は，対応する
重力異常急変部は認められず，両断層の同時活動の可能性については，明確に判断できない（補足資料3.2-27（2）P.3.2-
27-11）。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，能登島半の浦断層帯と能都断層帯は，近接して分布する（⑤）ものの，同時活動を考慮した文献はない（①）。ま
た，能登島半の浦断層帯と能都断層帯は，断層面の傾斜方向が異なり，地下深部で断層面が離れていく関係にある（②，⑦，
⑧）。さらに，上盤の隆起が反対側に分布（③，④）し，両断層帯で地形的な連続性は認められず（⑥），海上音波探査の結果
からは，両断層間に連続する構造は推定されない（⑨）。
・以上のことを踏まえ，能登島半の浦断層帯と能都断層帯は同時活動する可能性はないと判断されることから，別の起震断層
として設定し，連動を考慮しない。

青字：同時活動しない可能性を示唆する

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した能登島半の浦断層帯と能都断層帯について，「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検
討を行った。検討結果は以下の通り。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の
設
定
方
法

○連動の検討の結果，能登島半の浦断層帯と能都断層帯の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，能登島半の浦断層帯と能都断層帯を別々の断層として設定することとす
る。

＜参考＞
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赤字：同時活動する可能性を示唆する



【能登島半の浦断層帯と能都断層帯の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】
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○検討対象とする断層の組合せとして抽出した能都断層帯と滝ノ坊断層について，「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結果は以下の通り。

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査(A)

①松田ほか（2000）は，起震断層として，活断層研究会（1991）の白坂山東方の断層，矢波山断層，古君断層，鹿波断層及び鹿波南断層から構成された能都断層
帯を示している。また，「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質総合センター）は，これとほぼ同じ位置に，能登海岸活動セグメントを示し，一般走向
N40°E，一般傾斜60°E，東側隆起の逆断層と記載している（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-5）。

②活断層研究会（1991）は，能都断層帯の北東方に，滝の坊断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ5㎞，NNE走向，東傾斜）及び松波断層（確実度Ⅰ，活動度C，長さ1.5
㎞，NE走向，傾斜は未記載）を示している。また，尾崎（2010）は，これらとほぼ同じ位置に，南東傾斜の実在活逆断層として，滝ノ坊断層及びその東方の断層を
示している（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-5）。

③今泉ほか（2018）は，能都断層帯と滝ノ坊断層とほぼ同じ位置に分布する活断層及び推定活断層について，珠洲-穴水断層帯として一連の断層帯と記載してい
る（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-5）。

地形調査(B) ④今泉ほか（2018）によれば，滝ノ坊断層は，丘陵地内に逆向き低断層崖として認められる南東側隆起の逆断層である（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-5）。

地形調査(C)
⑤空中写真判読の結果，能都断層帯は丘陵地内に急崖等が認められる南東側隆起の断層帯である（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-8）。
⑥能都断層帯の北東端付近では，矢波山リニアメントの北東方延長の能登町宇出津付近に分布する高位段丘面及び中位段丘Ⅰ面には，北西側低下の傾向は認
められない（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-9）。

地質調査(D)
⑦能都断層帯と滝ノ坊断層の地表トレースは，ほぼ一線に近接して分布する（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-10）。
⑧能都断層帯は，漸新世の高洲山層及び前期中新世の縄又層の分布域に位置する（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-10）。
⑨滝ノ坊断層は，漸新世の高洲山層，前期中新世の合鹿層，神和住層及び馬緤層，宝立山層の分布域に位置する（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-10）。

断層面の傾斜方
向(E)

⑩能都断層帯については，露頭で44°で南東傾斜する断層が確認される（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-10）。

地球物理
学的調査

重力異常分布(F)
⑪重力探査結果より作成したブーゲー異常図から，能都断層帯に沿って，大局的に北西側の重力異常値が高い傾向が認められるが，断層と重力異常の対応は明
瞭ではない。また，滝ノ坊断層についても，西の重力異常値が高い傾向が認められるが，断層と重力異常の対応は明瞭ではない。以上より，両断層帯の連動の
可能性については明確に判断できない（補足資料3.2-28（2）P. 3.2-28-11）。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，能都断層帯と滝ノ坊断層は，地形的な連続性は認められない（⑥）ものの，走向・傾斜が類似し，両断層はともに主に南東側隆起の変位センスを示
す短い断層群からなり，ほぼ一線に近接して分布している（①，②，④，⑦，⑩）。また，両断層を一連の断層帯としている文献がある（③）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，能都断層帯と滝ノ坊断層は同時活動する可能性が否定できないことから，１つの起震断層として設定する。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル

の
設
定
方
法

○連動の検討の結果，能都断層帯と滝ノ坊断層の連動を考慮することから，断層モデルについては，能都断層帯と滝ノ坊断層を一連の断層として設定することとする。

＜同時活動する可能性のある断層の関連性の検討＞

○能都断層帯と滝ノ坊断層は，１つの起震断層として設定すると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を行った（補足資料3.2-28（3）P. 3.2-28-12 ）。

○断層形状・位置関係を確認した結果，能都断層帯と滝ノ坊断層は，断層トレースが並走せず，両断層がともに震源断層として活動する（主断層－主断層の関係）と判断し，両断層の連動を考慮する。
○両断層の連動を考慮した結果，「能都－滝ノ坊断層帯」として，走向がNE-SW方向，南東傾斜（44°）の逆断層と評価した。
○断層長さは，滝ノ坊断層の北東端から能都断層帯の南西端までの約30km（26.5km）※区間を評価した（次頁）。

＜参考＞

青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する

※括弧内の長さは，能都断層帯の長さ（20.9km）に，滝ノ坊断層の長さ（今泉ほか（2018）を図読した5.6km）を足し合わせた値を記載している。

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.28 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果

3.2.28 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果
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位置図

右図拡大範囲
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【能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】

能都断層帯の断層位置
（細線は副次的な断層
と評価したもの）

推定区間

活断層（今泉ほか，2018）

滝ノ坊断層の断層位置（今泉ほか（2018）の断層トレースを基に評価した断層位置）

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.28 能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討結果

断層端点

傾斜方向

赤矢印：能都断層帯と滝ノ坊断層の連動の検討の
流れ



○検討対象とする断層の組合せとして抽出した能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層について，「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の検討を行った。検討結
果は以下の通り。

連
動
の
検
討

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.29 能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層の連動の検討結果

3.2.29 能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層の連動の検討結果

＜同時活動の可能性の検討＞

検討内容 検討結果

地

形

及

び

地

質

構

造

文献調査(A)

①活断層研究会（1991）は，能都-滝ノ坊断層帯及び富山湾西側海域断層に対応する断層を示しているものの，これらの同時活動を考慮していない（補足資
料3.2-29（2）P. 3.2-29-4）。
②地震調査委員会（2025）は，富山湾西側海域断層に対応する断層（七尾湾東方断層帯，飯田海脚南縁断層）を示しているが，能都-滝ノ坊断層帯に対応す
る断層トレースを示しておらず， １つの起震断層として設定していない（補足資料3.2-29（2）P. 3.2-29-5）。

地形調査(B) ③能都断層帯は，逆向き崖等が雁行ないし平行して認められる南東側隆起の逆断層である（補足資料2.4-6（1）P.2.4-6-2）。

地質調査(C)
④穴水町明千寺では，古君リニアメント近傍の東印内互層中に古君リニアメントと走向がやや斜交する南東側隆起の逆断層（44°）が認められる（補足資料

2.4-6 (4)P.2.4-6-11）。

地球物理学的調査

海上音波探査
(D)

⑤富山湾西側海域断層は，中部更新統及びそれより下位の地層に南東落ちの変位が認められ，北西傾斜の逆断層と推定される（第1328回審査会合 資料
1-1 P.200～202）。

⑥能都断層帯と富山湾西側海域断層の地表トレースは，向かい合い近接して分布する（補足資料3.2-29（2）P. 3.2-29-6）。
⑦能都断層帯は南東傾斜（44°）の逆断層，富山湾西側海域断層は北西傾斜（約30～50°）の逆断層で，断層面の傾斜方向は異なり，地下で近づく関係に
ある（補足資料3.2-29（2）P. 3.2-29-6）。

重力異常分布
(E)

⑧能都断層帯に沿って大局的に陸側の重力異常値が高い傾向が認められるが，近接する富山湾西側海域断層（北部）には対応する重力異常急変部は認め
られず，同時活動の可能性については明確に判断できない（補足資料3.2-29（2）P. 3.2-29-7）。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，能登-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層の同時活動を考慮した文献はない（①，②）ものの，向かい合い近接して分布（⑥）し，地下で近づく
関係にある（③，④，⑤，⑦）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層は，同時活動する可能性を否定できないことから，１つの起震断層
として設定する。

青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する

○能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層は，１つの起震断層として設定すると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を行った（補足資料3.2-29（3）P. 3.2-29-8。

○断層形状・位置関係を確認した結果，能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層は並走し，地下で近づく関係にあることから，地震調査委員会による評価事例（P.437）を踏まえると，一方の断層のみが震
源断層として活動する（主断層－副断層の関係）と判断し，主断層のみを震源断層として考慮する（連動に該当しない）こととする。

＜同時活動する可能性のある断層の関連性の検討＞

検討内容 検討結果

地
形
及
び

地
質
構
造

文献調査(a) ①文献調査及び海上音波探査の結果，能都-滝ノ坊断層帯の長さは約30kmである（補足資料3.2-28（1）P.3.2-28-3）

地球物理学的調査 海上音波探査(b) ②海上音波探査及び文献調査の結果，富山湾西側海域断層の長さは約84kmである（第1328回審査会合 資料1-1 P.198）。

断層の活動履歴 平均変位速度(c)
③能都-滝ノ坊断層帯の平均変位速度は不明である。
④富山湾西側海域断層の平均変位速度は不明である。

評価

［評価結果］
・検討の結果，断層長さは能都-滝ノ坊断層帯より富山湾西側海域断層の方が長いものの，両断層の平均変位速度が不明であることから，
能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層のいずれが主断層であるかは明確に判断できない。
・以上のことから，断層モデルについては，能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層のそれぞれが主断層となるケースを個別に設定する
こととする。

＜いずれが主断層であるかの検討＞

○能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層は主断層のみを震源断層として考慮することとしたことから，いずれが主断層であるかの検討を行った（補足資料3.2-29（4）P.3.2-29-9）。

断
層
モ
デ
ル
の
設
定
方
法

＜参考＞
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【能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.29 能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層の連動の検討結果

赤矢印：能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域
断層の連動の検討の流れ
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能都断層帯の断層位置
（細線は副次的な断層
と評価したもの）

滝ノ坊断層の断層位置（文献の断層トレースを基に評価した断層位置）

断層端点

傾斜方向推定区間0 10km5

富山湾西側海域断層 断層位置

推定区間

赤色立体地図※

※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」

志賀原子力発電所
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.30 砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動の検討結果

3.2.30  砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動の検討結果

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査(A)

①地震調査委員会（2004b，2008b）は，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層を別の起震断層として設定している（補足資料3.2-30
（2）P.3.2-30-5）。

②砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の地表トレースは，ほぼ一線に近接して分布する（補足資料3.2-30（2）P.3.2-30-4）。

断層面の傾斜方向，
ずれの向き(B)

③地震調査委員会（2008b）は砺波平野断層帯（西部）について北西傾斜（45～50°（中角））の逆断層としているのに対し，地震調
査委員会（2004b）は御母衣断層について高角（断層モデルの傾斜角は90°※）で左横ずれを主体とする断層としており，変位セ
ンスが異なり，傾斜方向を考慮すると地下深部で断層面が離れていく関係にある（補足資料3.2-30（2）P.3.2-30-4）。

地球物理学的調査 重力異常分布(C)
④村田ほか（2018）のブーゲー異常図と断層との関係を確認した結果，砺波平野断層帯（西部）のうち，石動断層に沿って，連続的
な重力異常急変部が認められる。また，御母衣断層の中～南部や，北部の一部区間において，重力異常急変部が認められる。
しかし，両断層間において，重力異常急変部は連続しない（補足資料3.2-30（2）P.3.2-30-5）。

総合評価

［評価結果］
・検討の結果，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層は，ほぼ一線に近接して分布する（②）ものの，地震調査委員会は，両断層を
別の起震断層として設定している（①）。また，両断層の変位センスが異なり，傾斜方向を考慮すると地下深部で断層面が離れて
いく関係にある（③）。さらに，重力異常分布の結果からは，両断層間に連続する構造は推定されない（④）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層は，同時活動する可能性はないと判断される
ことから，別の起震断層として設定し，連動を考慮しない。

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層について， 「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性の
検討を行った。検討結果は以下の通り。

＜同時活動の可能性の検討＞

連
動
の
検
討

断
層
モ
デ
ル
の
設
定
方
法

○連動の検討の結果，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動を考慮しないことから，断層モデルについては，砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層を別々の断層として設定すること
とする。

青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する

＜参考＞

※地震調査委員会（2021）による。
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【砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】

赤矢印：砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層
の連動の検討の流れ

赤色立体地図※ ※：「国土地理院タイル：赤色立体地図」背景データとして使用し，一部加筆
「赤色立体地図ⓒアジア航測株式会社」

断層端点

傾斜方向

志賀原子力発電所

右図範囲

30km

0 50㎞

位置図

断層位置
推定区間

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.30 砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層の連動の検討結果

（御母衣断層の傾斜は高角（90°））
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3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.31  砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動の検討結果

3.2.31  砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動の検討結果

○検討対象とする断層の組合せとして抽出した砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯について， 「当社の連動評価の検討方法」に基づき，同時活動の可能性
の検討を行った。検討結果は以下の通り。

連
動
の
検
討

検討内容 検討結果

地
形
及
び
地
質
構
造

文献調査(A)

①地震調査委員会（2008b）は，砺波平野断層帯東部と呉羽山断層帯を別の起震断層として設定している（補足資料3.2-31（2）P.3.2-31-4）。
②砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は，岡村（2007b）が示す第四紀のひずみ集中帯内に分布する（P.59）。
③砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の地表トレースは，一部並走区間を伴って近接して分布する（補足資料3.2-31（2）P.3.2-31-5）。

反射法地震
探査

断層面の傾斜方
向(B)

④地震調査委員会（2008b，2021）及び文科省ほか（2015）によれば，砺波平野断層帯（東部）は南東傾斜（約30～45°）の逆断層である（補足資料
3.2-31（2）P.3.2-31-5）。
⑤地震調査委員会（2008b）によれば，呉羽山断層帯は北西傾斜（約45°）の逆断層である（補足資料3.2-31（2）P.3.2-31-5）。

断層の
活動履歴

平均変位速度(C)
⑥地震調査委員会（2008b）によれば，砺波平野断層帯（東部）の平均変位速度は0.3-0.4m/千年程度（上下成分），呉羽山断層帯の平均変位速度
は0.4-0.6m/千年程度（上下成分）であり，両断層の平均変位速度は同程度である（補足資料3.2-31（3）P.3.2-31-6）。

最新活動時期(D)

⑦砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の最新活動時期は，同じ可能性がある（補足資料3.2-31（4）P.3.2-31-7）。
・地震調査委員会(2008b)によれば，砺波平野断層帯東部の最新活動時期は約4千3百年前以後，約3千6百年前以前であると推定している。
・地震調査委員会（2008b）は，呉羽山断層帯の最新活動時期は約3千5百年前以後，7世紀以前の可能性があるとしている。また，富山大学・地域
地盤環境研究所（2011）は，呉羽山断層帯の最新活動時期はBC2285～427ADとしている。

同時活動の可能性の評価

［評価結果］
・検討の結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は，同時活動を考慮した文献はない（①）ものの，ひずみ集中帯内で一部並走区間を伴って
近接して分布し（②，③），地下で近づく関係にある（④，⑤）。また，両断層の平均変位速度は同程度であり（⑥），最新活動時期が同じ可能性があ
る（⑦）。
・以上のことを踏まえ，総合的に評価した結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は同時活動する可能性が否定できないことから，１つの起震
断層として設定する。

＜同時活動の可能性の検討＞
青字：同時活動しない可能性を示唆する

赤字：同時活動する可能性を示唆する

断
層
モ
デ
ル
の

設
定
方
法

○連動の検討の結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動を考慮することから，断層モデルについては，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯を一連の断層として設定するこ
ととする。

＜同時活動する可能性のある断層の関連性の検討＞

○砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は，１つの起震断層として設定すると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を行った（補足資料3.2-31（5）P.3.2-31-8）。

○断層形状・位置関係を確認した結果，砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯は，並走する区間があるものの一部であり，両断層がともに震源断層として活動する（主断層－主断層の関係）と判断し，両
断層の連動を考慮する。
○両断層の連動を考慮した結果，「砺波平野（東部）－呉羽山断層帯」として，走向がNE-SW方向，南東傾斜（約30～45°）及び北西傾斜（約45°）の逆断層と評価した。
○断層長さは，呉羽山断層帯の北東端から砺波平野断層帯（東部）の南西端までの約57km（65km）※区間を評価した（次頁）。

＜参考＞
※括弧内の長さは，砺波平野断層帯（東部）（30km）と呉羽山断層帯（35km）を足し合わせた値を記載している。



【砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動の検討結果（位置図，連動評価フロー）】
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赤矢印：砺波平野断層帯（東部）と呉羽山
断層帯の連動の検討の流れ

海 域（富山大学・地域地盤環境研究所（2011）に基づく）

位置図
(活断層図(都市圏活断層図)(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020; 宮内

ほか，2019; 田力ほか，2019; 基図は地理院地図)に一部加筆)

地震調査委員会(2008b)トレース

活断層図（都市圏活断層図）
(堤ほか，2002，2003; 後藤ほか，2015，2020)トレース
（赤線：活断層，黒線：推定活断層）

断層端点

傾斜方向

3.2 近接して分布する断層の連動の検討結果 3.2.31  砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯の連動の検討結果



余白
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4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）



断層名
断層長さ

※1 傾斜※2

連動評価（政府機関に
よる評価を反映）

７ケース

追加の連動評価※2 ※3

13ケース

敷
地
近
傍

ふくうら

(1) 福浦断層 3.2 km 70°W － －
かぶといわおき

(2) 兜岩沖断層 4.0 km E － －
ごばんじまおき

(3) 碁盤島沖断層 4.9 km NW － －

敷

地

周

辺

とぎがわなんがん

(4）富来川南岸断層 9.0 km 60°SE － －
さかみ

(5) 酒見断層 11.0 km W － －
びじょうさん

(6) 眉丈山第２断層 23.0 km 60°NW － ⑩眉丈山第２-能登島半の
浦断層帯

39 km（34.6km）
の と じ ま は ん う ら

(7) 能登島半の浦断層帯※5 11.6 km 60°W －
あまみさきおき

(8) 海士岬沖断層帯 22.7 km 60°SE － ①海士岬-笹波(東部)断層帯
37 km（43.3km）

②海士岬-笹波(東部)-能登
北岸断層帯

124 km（133km）

③笹波(全長)-能登北岸断層帯
133 km（141.5km）

④海士岬-笹波(東部)-能登北岸-
NT2・NT3断層帯

169 km（197km）

⑤笹波(全長)-能登北岸-NT2・
NT3断層帯

178 km（205.5km）

ささなみおき

(9-1) 笹波沖断層帯（東部） 20.6 km
60°SE

㋐ 笹波沖断層帯（全長）
45.5 km(9-2) 笹波沖断層帯（西部） 25.3 km

さるやまおき

(10-1) 猿山沖セグメント 28 km

40～50°SE
㋓ 能登半島北部沿岸域

断層帯
96 km 

わじま おき

(10-2) 輪島沖セグメント 28 km

す ず おき

(10-3) 珠洲沖セグメント 26 km

ろっこう

(10-4) 禄剛セグメント 28 km

(11) NT2・NT3 64 km 45～50°NW －
と ぎ が わ

(12) 富来川断層 5.6 km W － －
はくいおきひがし

(13) 羽咋沖東撓曲 33.6 km 60°W － －
はくいおきにし

(14) 羽咋沖西撓曲 23.0 km 60°W － －
おうちがたなんえん

(15) 邑知潟南縁断層帯 44.3 km 30°SE － ⑪邑知潟南縁-森本・富樫断層帯

74 km（74.3km）
もりもと とがし

(16) 森本・富樫断層帯 30 km 40～60°E －
まえのせとうほう

(17) 前ノ瀬東方断層帯 35.6 km 60°SE － －
お き の せ

(18) 沖ノ瀬断層 16 km E － －
の と

(19-1) 能都断層帯 20.9 km 44°SE －
⑫能都-滝ノ坊断層帯

30 km（26.5km）※4
と やまわん にしがわ かいいき

(20-1) 富山湾西側海域断層（南部） 22 km

30～50°NW
㋑ 富山湾西側海域断層

84 km 

⑦砺波平野（西部）-高岡-富山湾
西側海域断層帯

127 km（121km）

⑥砺波平野（西部）-高岡断層帯
37 km（41km）※4

(20-2) 富山湾西側海域断層（北部） 7.0 km

(20-3) TB3 24 km
と な み へ い や

(21-1) 砺波平野断層帯（西部） 26 km 45～50°NW －
さるやまみさきほっぽうおき

(22) 猿山岬北方沖断層 41 km 45～65°SE － －
と な み へ い や

(23) 砺波平野断層帯（東部） 30 km 30°SE － ⑬砺波平野（東部）-呉羽山断層帯

57 km（65km）くれはやま

(24) 呉羽山断層帯※5 35 km 45°NW －

(25-1) KZ3 17 km 60°NW ㋒ KZ3・KZ4
47 km

－(25-2) KZ4 30 km 50～60°SE
(26) KZ6 26 km 55～60°SE －

⑧KZ6-石川県西方沖断層帯

76 km（91km）
(27-1) FU1 6.7 km

50～60°NW
㋕ 石川県西方沖の断層

65 km
(27-2) FU2 21 km
(27-3) FU3 21 km
(28) KZ5 29 km 60°S － －

うしくび

(29) 牛首断層帯 78 km
高角～ほぼ

垂直
－ －

の と は ん と う ほっぽうおき

(30) 能登半島北方沖断層 31 km 45°SE － －
あとつがわ

(31) 跡津川断層帯 69 km ほぼ垂直 － －
うおづ

(32) 魚津断層帯 40 km 30°SE －

⑨魚津-能登半島東方沖断層帯
132 km（130km）

(33-1) TB5 29 km

25～45°SE
㋔ 能登半島東方沖

の断層
90 km

(33-2) TB6 17 km
(33-3) JO1 22 km
(33-4) JO2 28 km
(33-5) JO3 17 km

み ぼ ろ

(34) 御母衣断層 74 km 高角 － －

(35) NT1 67 km 45～50°NW － －
ふ く い へ い や と う え ん

(36) 福井平野東縁断層帯 45 km 
50°E～
ほぼ垂直

－ －

いといがわ しずおかこうぞうせん

(37-1)糸魚川－静岡構造線活断層系(北部) 50 km 30～60°E
㋖ 糸魚川－静岡構造線

活断層系
158 km

－(37-2)糸魚川－静岡構造線活断層系(中北部) 45 km E(高角)
(37-3)糸魚川－静岡構造線活断層系(中南部) 33 km W
(37-4)糸魚川－静岡構造線活断層系(南部) 48 km 30～60°W

震源として考慮する活断層

○敷地周辺において，震源として考慮する活断層を下図及び右表に示す。
○周辺陸域，周辺海域において文献調査等により抽出した全ての断層等の評価概要を次頁以降に示す。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

※1：断層長さは，原則として端点と端点を結んだ距離で示している（富山湾西側海域断層は折れ点を考慮した距離）。
※2：連動を考慮した長さ及び断層の傾斜角は，調査結果に基づくものである。地震動評価及び津波評価においては，調査結果の不確実性を考慮して長さ・傾斜角

を別途設定する。
※3：括弧内の長さは，連動を考慮する断層の長さを足し合わせた値を記載している。また，さらなる連動を考慮する場合は，既に連動を考慮した長さに，追加で考慮

する断層の長さを足し合わせた値を記載している（例えば，海士岬-笹波(東部)-能登北岸-NT2・NT3断層帯は，既に連動を考慮した海士岬-笹波（東部）断層帯
の長さ（37km）及び能登半島北部沿岸域断層帯の長さ（96km）に追加で考慮するNT2・NT3の長さ（64km）を足し合わせた値（197km）を記載）。

※4：能都-滝ノ坊断層帯の滝ノ坊断層は，今泉ほか（2018）を図読し断層長さを5.6km，砺波平野（西部）-高岡断層帯の高岡断層は，後藤ほか（2015）を図読し断層
長さを15kmとして，それぞれ足し合わせた値を記載している。

敷地周辺の断層の分布（震源として考慮する活断層を表示）

(3)
(1)

(2)

(4)

(6)

(5)
(12)

(13)

(14)

(7)
(18)

(22)

(17)

(9-2)
志賀原子力
発電所

(34)

(35)

(37-2)

(36)

(11）

(37-1)

(37-4)

(37-3)

(15)

(8)

(20-1)

(20-2)

(20-3)

(30)

㋐

㋔

㋑

㋒

㋓

㋕ ㋖

政府機関が断層の同時活動の可能性を考慮した組合せ（７ケース）赤色 ・・・・

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

橙色 ・・・・ 追加で連動を考慮する断層の組合せ（13ケース）

傾斜方向

⑩

①

②

③

④

⑤

⑪

⑫

⑥

⑦

⑬
⑧

⑨

紫字は第1328回審査会合以降に変更した箇所

青下線は令和6年能登半島地震の知見を踏まえ，評価を見直した箇所
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第1193回審査会合「敷地近傍の断層の評価」で概ね審議済。
第1328回審査会合「敷地周辺（海域）の断層の評価」において説明（審議中）。



4.1 敷地周辺陸域の断層の評価（まとめ）
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【陸域（半径30km範囲） 】
敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層評価

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層分布図

No. 名称 断層長さ※1
連動評価（政府機
関による評価を反

映）

敷地から
の距離※2 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価

敷
地
近
傍
陸
域

①
ふく うら

福浦断層 3.2km － 1.3km N-S
西傾斜

(70)
西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

② 断層o 0.27km － 1.2km NE-SW
南東傾斜

(73)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が認められない。

③

わこうだい みなみ

和光台南の断層 [2km] － 2.9km － － － 対応する断層が認められない。
たか やまとうほう

高ツボリ山東方リニアメント [3.4km] － 2.9km － － － 対応する断層が認められない。
たか やまほくせいほう

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント [0.5km] － 3.7km － － － 対応する断層が認められない。
たか やまほくせいほう

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント [0.8km] － 3.8km － － － 対応する断層が認められない。

④
ながた ふきん

長田付近の断層 [2.5km] － 3.7km － － － 対応する断層が認められない。

敷
地
周
辺
陸
域

⑤
たかはま

高浜断層 [3km] － 7.4km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑥
と ぎ がわ なんがん

富来川南岸断層 9.0km － 10km NE-SW
南東傾斜

(60)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

⑦
や だ

矢駄リニアメント [6.8km] － 11km － － － 対応する断層が認められない。

⑧
や ち せいほう

谷内西方の断層 [2km] － 12km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑨
さか み

酒見断層 11.0km － 14km N-S 西傾斜 西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

⑩
たかつめ やませいほう

高爪山西方の断層 [1.5km] － 16km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑪
よこ た ふきん

横田付近の断層 [2.5km] － 13km － － － 対応する断層が認められない。

⑫
にし や ち

西谷内リニアメント [3.3km] － 13km － － － 対応する断層が認められない。

⑬
た じり だきせいほう

田尻滝西方の断層 [2km] － 14km － － － 対応する断層が認められない。

⑭
ふたくちせいほう

二口西方の断層 [1km] － 14km － － － 対応する断層が認められない。

⑮
こし が くち せいほう

越ヶ口西方の断層 [0.5km] － 15km － － － 対応する断層が認められない。

⑯
べっしょ ふきん

別所付近の断層 [1.7km] － 15km － － － 対応する断層が認められない。

⑰
お まき

小牧断層 [1.7km] － 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑱
せあらし

瀬嵐断層 [1km] － 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑲
か しまだい

鹿島台リニアメント [0.6km] － 15km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

⑳
びじょうさん

眉丈山第1断層 [9km] － 15km － － － 対応する断層が認められない。

㉑
びじょうさん

眉丈山第2断層 23.0km － 15km NE-SW
北西傾斜

(60)
北西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉒
とく だ ほっぽう

徳田北方の断層 [3.4km] － 20km － － － 対応する断層が認められない。

㉓
と ぎ がわ

富来川断層 5.6km － 19km N-S 西傾斜 西側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉔
か しま にし

鹿島西断層 [4.4km] － 20km － － － 対応する断層が認められない。

㉕
みどりがおか

緑ヶ丘リニアメント [5.2km] － 21km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

㉖
そ ぷく

曽福リニアメント [2.9km] － 21km － － － 後期更新世以降の活動が認められない。

㉗
おうちがた なんえん

邑知潟南縁断層帯※3 44.3km － 25km NE-SW
南東傾斜

(30)
南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

㉘
にしなか お

西中尾リニアメント [11km] － 23km － － － 対応する断層が認められない。

㉙
しもからかわ

下唐川リニアメント [3.3km] － 23km － － － 対応する断層が認められない。

㉚
お また せいほう

小又西方の断層 [2.5km] － 26km － － － 対応する断層が認められない。

㉛
はら

原断層 [1.5km] － 27km － － － 対応する断層が認められない。

㉜
の と

能都断層帯 20.9km － 36km NE-SW
南東傾斜
（44）

南東側隆起の逆断層 後期更新世以降の活動が否定できない。

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出
※3：坪山-八野断層及び内高松付近の断層については，邑知潟南縁断層帯の一部として評価することとした。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.1 敷地周辺陸域の断層の評価（まとめ）

第1193回審査会合「敷地近傍の断層の評価」で概ね審議済。
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【陸域（半径30km以遠）】

敷地周辺陸域（半径約30km以遠）の断層評価

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層分布図

30km

※：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

No. 名称 断層長さ
連動評価（政府機関
による評価を反映）

敷地から
の距離※ 走向

傾斜
（度）

ずれの向き 評価

敷
地
周
辺
陸
域

Ⅰ
と なみへいや

砺波平野断層帯（西部） 26km － 49km NE-SW
北西傾斜
(45～50)

北西側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅱ
もりもと と がし

森本・富樫断層帯 30km － 55km N-S
東傾斜

(40～60)
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅲ
と なみへいや

砺波平野断層帯（東部） 30km － 57km NE-SW
南東傾斜
（30）

南東側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅳ
くれ はやま

呉羽山断層帯 35km － 60km NE-SW
北西傾斜

(45)
北西側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅴ
うしくび

牛首断層帯 78km － 80km NE-SW
高角～
ほぼ垂直

右横ずれ断層
（北東部では南東側隆起成分，南
西部では北西側隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅵ
あとつがわ

跡津川断層帯 69km － 85km NE-SW ほぼ垂直 右横ずれ断層
（北西側隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅶ
み ぼ ろ

御母衣断層 74km － 94km N-S 高角

左横ずれ断層
（加須良断層では東側隆起成分，
白川断層，三尾河断層では西側

隆起成分を伴う）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅷ
ふく い へいや

福井平野東縁断層帯 45km － 100km N-S

東傾斜
(50)
～ほぼ
垂直

左横ずれ，かつ
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅸ
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（北部）

50km

糸魚川－
静岡構造線
活断層系
158 km

165km

N-S
東傾斜

(30～60)
東側隆起の逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

Ⅹ
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（中北部）

45km N-S
東傾斜
（高角)

左横ずれ断層
（諏訪盆地南西縁では東側低下

の正断層成分を含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⅩI
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（中南部）

33km NW-SE 西傾斜
左横ずれ断層

（諏訪盆地北東縁では西側低下
の正断層成分を含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⅩII
いと い がわ しずおか

糸魚川－静岡構造線活断層
系（南部）

48km N-S
西傾斜

(30～60)

西側隆起の逆断層
（鳳凰山断層は左横ずれ成分を

含む）

後期更新世以降の活動が
否定できない。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.1 敷地周辺陸域の断層の評価（まとめ）

第1328回審査会合「敷地周辺（海域）の断層の評価」において説明（審議中）。



4.2 敷地周辺海域の断層の評価（まとめ）

544



545

【海域（半径30km範囲） 】

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層分布図

No. 名称
個別断層の評価
断層長さ※1

連動評価（政府機関による
評価を反映）

敷地からの距離※2 走向
傾斜
（度）

ずれの向き 評価

敷
地
近
傍
海
域

Ⓐ 兜岩沖断層 4.0km － 4.0km N-S 東傾斜
東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓑ 碁盤島沖断層 4.9km － 5.5km NE-SW 北西傾斜
北西側隆起の

逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

敷
地
前
面
調
査
海
域

Ⓒ 海士岬沖断層帯 22.7km － 17km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓓ 笹波沖断層帯（東部） 20.6km

笹波沖断層帯（全長）
45.5 km

17km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓔ 笹波沖断層帯（西部） 25.3km

Ⓕ 羽咋沖東撓曲 33.6km － 20km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓖ 能登島半の浦断層帯 11.6km － 21km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓗ 無関断層 [0.5km] － 21km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓘ 島別所北リニアメント [2.2km] － 24km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓙ 七尾湾調査海域の断層
（N-1断層，N-2断層，N-8断層）

2.0～4.5km － 24km～26km - - -
後期更新世以降の活動
は認められない。

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層 [26km] － 21km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓛ 鈴木（1979）の断層 [13km] － 22km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓜ 羽咋沖西撓曲 23.0km － 24km N-S
西傾斜
（60）

西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

Ⓝ 田中（1979）の断層 [16km] － 25km - - -
第四系に対応する断層
は認められない。

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯 35.6km － 25km NE-SW
南東傾斜
（60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動
が否定できない。

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層評価

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.2 敷地周辺海域の断層の評価（まとめ）

第1193回審査会合「敷地近傍の断層の評価」で概ね審議済。
第1328回審査会合「敷地周辺（海域）の断層の評価」において説明（審議中）。
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※1：[ ]内の長さは文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出
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敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層分布図

敷地周辺海域（半径約30km以遠）の断層評価

No. 名称 長さ※1
連動評価

（政府機関による評
価を反映）

敷地から
の距離※2 走向 傾斜（度） ずれの向き 評価

敷
地
周
辺
海
域

ⓐ FU2（鈴木(1979)で示された断層） [60km] － 32km - - -
第四系に対応する断層は認
められない。

ⓑ

お き の せ

沖ノ瀬断層（地震調査委員会（2024a）で
示された断層）

16km － 35km N-S 東傾斜 逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓒ
さるやまみさきいせい

猿山岬以西の断層 [24km] － 36km - - -
後期更新世以降の活動が
認められない。

ⓓ
さるやまみさきほっぽうおき

猿山岬北方沖断層 41km － 51km NE-SW
南東傾斜
（45～65）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない

ⓔ KZ3（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km
KZ3・KZ4
47km

51km
NE-SW

北西傾斜
（60）

北西側隆起の
逆断層 後期更新世以降の活動が

否定できない。
ⓕ KZ4（文科省ほか（2015）で示された断層） 30km NE-SW

南東傾斜
（50～60）

南東側隆起の
逆断層

ⓖ
とやまわんにしがわかいいき

富山湾西側海域断層（南部） 22km
富山湾西側海域断層

84 km
53km NE-SW

北西傾斜
（30～50）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。ⓗ

とやまわんにしがわかいいき

富山湾西側海域断層（北部） 7.0km

ⓘ TB3 [24km]

ⓙ FU1（鈴木(1979)で示された断層） [63km] － 61km - - -
後期更新世以降の活動が
認められない。

ⓚ
うおづ

魚津断層帯 40km － 63km NE-SW 南東傾斜（30） 南東側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓛ
さるやまおき

猿山沖セグメント 28km

能登半島北部沿岸域
断層帯
96 km

65km NE-SW
南東傾斜
（40～50）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓜ
わじまおき

輪島沖セグメント 28km

ⓝ
すずおき

珠洲沖セグメント 26km

ⓞ
ろっこう

禄剛セグメント 28km

ⓟ KZ6（文科省ほか（2015）で示された断層） 26km － 76km NE-SW
南東傾斜
（55～60）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓠ KZ5（文科省ほか（2015）で示された断層） 29km － 80km E-W
南傾斜
（60）

南側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓡ

の と は ん と う ほっぽうおき

能登半島北方沖断層（地震調査委員会
（2024a）で示された断層）

31km － 82km NE-SW
南東傾斜
（45）

南東側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない

ⓢ NT1（文科省ほか（2015）で示された断層） 67km － 99km NE-SW
北西傾斜
（45～50）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓣ TB5（文科省ほか（2015）で示された断層） 29km

能登半島東方沖の
断層
90 km

106km NE-SW
南東傾斜
（25～45）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓤ TB6（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km

ⓥ JO1（文科省ほか（2015）で示された断層） 22km

ⓦ JO2（文科省ほか（2015）で示された断層） 28km

ⓧ JO3（文科省ほか（2015）で示された断層） 17km

ⓨ FU1（文科省ほか（2015）で示された断層） 6.7km
石川県西方沖の断層

65 km
106km NE-SW

北西傾斜
（50～60）

北西側隆起の
逆断層

後期更新世以降の活動が
否定できない。

ⓩ FU2（文科省ほか（2015）で示された断層） 21km

ab FU3（文科省ほか（2015）で示された断層） 21km

ac NT2・NT3 64km － 126km NE-SW
北西傾斜
（45～50）

北西側隆起の逆断層
後期更新世以降の活動が
否定できない。

4. 敷地周辺の断層の評価（まとめ）

4.2 敷地周辺海域の断層の評価（まとめ）

ⓒ

ⓔ

ⓗ

ⓚ

ⓛ

ⓞ

ⓜ

ⓙ

ⓑ

ⓓ

ⓖ

ⓝ

ⓠ

ⓡ

ⓢ

ⓤ

ⓣ

ⓥ

ⓦ

ⓧ

ⓨ

ⓩ

ac

ⓟ

志賀原子力発電所

ab

第1328回審査会合「敷地周辺（海域）の断層の評価」において説明（審議中）。
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○各検討項目に関連し，「複数の専門家による客観的な評価が掲載されている国内外の最新の文献・論文を扱う学会」及び「公的機関」

555

設置変更許可申請以降に公表された知見

○設置変更許可申請（2014年8月）以降に公表された最新知見については，以下のプロセスで文献調査を行った。
○調査の結果，参考情報，新知見関連情報及び新知見情報に分類された知見のうち，公的機関による報告書，査読付き論文を中心に次頁～P.562に整理した。敷地

周辺断層の評価に関連する知見として90件，令和6年能登半島地震に関連する知見として76件確認している（2025年10月時点，引き続き情報を収集）。
○なお，令和6年能登半島地震に係る主な報告会等の一覧はP.563，564に整理した。

【主な情報収集範囲】

➢ 日本地震学会 ➢ 日本第四紀学会 ➢ 日本海洋学会 ➢ 地盤工学会 ➢ 日本地球惑星科学連合 ➢ 地震調査研究推進本部 ➢ 経済産業省 ➢ 海上保安庁

➢ 日本地震工学会 ➢ 日本地質学会 ➢ 日本火山学会 ➢ 土木学会 ➢ 歴史地震研究会 ➢ 地震予知連絡会 ➢ 産業技術総合研究所 ➢ 中央防災会議等

➢ 日本活断層学会 ➢ 日本地理学会 ➢ 日本計算工学会 ➢ 日本コンクリート工学会 ➢ 海外学術論文 ➢ 環境省 ➢ 気象庁

【最新知見の調査プロセス】
○広く「活断層」に関連する知見を収集
○収集した知見に対し，陸域の活断層のうち志賀サイトに関連する知見を絞り込み
○過去に説明済みの評価に，反映が必要となる知見を抽出

検討対象情報

情報

１次スクリーニング

２次スクリーニング

３次スクリーニング

新知見情報 新知見関連情報 参考情報 検討対象外情報

０次スクリーニング原子力施設の耐震及び耐津波評価に
関連する可能性のある情報を選定する。

原子力施設の耐震及び耐津波評価並
びに耐震及び耐津波における裕度の
評価に関連する情報を選定する。

原子力施設の耐震及び耐津波評価に
関連する新たな情報を含み，耐震及び
耐津波評価の再評価や信頼性及び
裕度向上につながるものを選定する。

国内の原子力施設での諸条件を考慮
して，適用範囲・適用条件が合致し，耐
震及び耐津波評価並びに耐震及び耐
津波における裕度への反映が必要な
情報（現状評価の見直しの必要がある
もの）を『反映が必要な新知見情報』と
して選定する。

基礎的な研究等で，耐震及び耐津波
評価並びに耐震及び耐津波における
裕度の評価に適用できない情報

次頁以降に整理
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敷地周辺断層の評価に関連する知見（１／４）
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○ 知見収集の対象とした令和6年能登半島地震に係る主な報告会等の一覧を下表，次頁に示す。
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2024年10月の地震活動の評価 2024年11月12日

2024年11月の地震活動の評価 2024年12月10日

2024年12月の地震活動の評価 2025年1月15日

「令和6年能登半島地震」に関する「地震調査委員長見解」 2025年1月15日

2025年1月の地震活動の評価 2025年2月12日

2025年2月の地震活動の評価 2025年3月11日

2025年3月の地震活動の評価 2025年4月9日

2025年4月の地震活動の評価 2025年5月13日

2025年5月の地震活動の評価 2025年6月10日

日本海中南部の海域活断層の長期評価（第一版） 2025年6月27日

2025年6月の地震活動の評価 2025年7月9日

2025年7月の地震活動の評価 2025年8月12日

2025年8月の地震活動の評価 2025年9月9日

地震予知連絡会

第242回地震予知連絡会 2024年2月29日

第243回地震予知連絡会 2024年5月22日

第244回地震予知連絡会 2024年8月29日

第245回地震予知連絡会 2024年11月18日

第246回地震予知連絡会 2025年2月27日

第247回地震予知連絡会 2025年5月20日

第248回地震予知連絡会 2025年8月19日

防災学術連携体

緊急報告会「令和6年能登半島地震の概要とメカニズム」 2024年1月19日

令和6年能登半島地震1ヶ月報告会 2024年1月31日

令和6年能登半島地震3ヶ月報告会 2024年3月25日

令和6年能登半島地震7ヶ月報告会 2024年7月30日

阪神・淡路大震災30年，社会と科学の新たな関係 2025年1月7日

日本地球惑星科学連合
2024年大会 2024年5月26～31日

2025年大会 2025年5月25～30日

学会・研究機関等 報告会等 時期

日本地震学会

オンライン談話会－2024年能登半島地震－ 2024年2月2日

オンライン談話会－2024年能登半島地震－ 2024年2月8日

オンライン談話会－2024年能登半島地震－ 2024年2月15日

オンライン談話会－2024年能登半島地震－ 2024年2月28日

2024年秋季大会 2024年10月21～23日

2025年秋季大会 2025年10月20～22日

日本地震工学会

第18回年次大会 2024年12月4～5日

阪神・淡路大震災から30年
－地震工学の再定義と今後のアジェンダ－

2025年1月24日

土木学会

令和6年能登半島地震（M7.6）に関する速報会 2024年1月9日

令和6年能登半島地震津波に関する調査報告会 2024年1月27日

第49回海洋開発シンポジウム 2024年6月24～26日

第79回年次学術講演会 2024年9月5～6日

第44回地震工学研究発表会 2024年9月10～11日

第71回海岸工学講演会 2024年11月6～8日

第80回年次学術講演会 2025年9月8～12日

日本建築学会
日本建築学会大会[関東] 2024年8月27～30日

第52回地盤震動シンポジウム 2024年11月29日

日本原子力学会
2024年春の年会 2024年3月26～28日

2024年秋の年会 2024年9月11～13日

日本免震構造協会 令和6年能登半島地震免震建物調査報告会 2024年4月4日

日本ジオパーク学術支援
連合

「令和6年能登半島地震緊急オンライン学習会」 2024年1月28日

日本地理学会

春季学術大会 緊急シンポジウム「令和６年能登半島地震」 2024年3月19～21日

「地理学は能登半島地震をどのように捉えるか」 2024年8月30日

2024年秋季学術大会 2024年9月14～16日

2025年春季学術大会 2025年3月19～21日

2025年秋季学術大会 2025年9月20～21日

日本第四紀学会

令和６年能登半島地震に関するシンポジウム 2024年7月7日

2024年大会 2024年8月29日～9月2日

2025年大会 2025年8月28日～9月1日

日本地質学会

関東支部2024年度講演会 2024年4月20日

令和６年能登半島地震による地殻変動と地盤災害 2024年5月12日

中部支部2024年支部年会 2024年6月22～23日

第131年学術大会 2024年9月8～10日

第132年学術大会 2024年9月14～16日

日本活断層学会 2024年度秋季学術大会 2024年11月2～4日

日本自然災害学会 第43回日本自然災害学会学術講演会 2024年9月19～20日

日本堆積学会 日本堆積学会2024年大会 2024年4月20～22日

日本応用地質学会
中部支部 令和６年度講演会 2024年5月22日

2025年度研究発表会 2025年10月8～10日

知見収集の対象とした主な報告会等の一覧※

※上記の主な報告会等のほか，各機関のホームページ等で発表される情報や論文についても収集を行っている。
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知見収集の対象とした主な報告会等の一覧※

※上記の主な報告会等のほか，各機関のホームページ等で発表される情報や論文についても収集を行っている。

学会・研究機関等 報告会等 時期

地盤工学会

震災速報会 2024年2月19日

第59回地盤工学研究発表会 2024年7月23～26日

地盤工学会と富山県との災害協定に基づく研修会 2024年8月28日

2024年度地盤工学に関わる実務者報告会：石川地区 2024年9月13日

第64回地盤工学シンポジウム 2024年11月26日

物理探査学会
第150回学術講演会 2024年6月4～6日

第151回学術講演会 2024年12月4～6日

写真測量学会 令和６年度年次学術講演会 2024年5月23～24日

東京地学協会 特別講演会2024 2024年6月15日

歴史地震研究会 第41回歴史地震研究会 2024年9月13～15日

東北大学
令和6年能登半島地震に関する速報会 2024年1月9日

令和6年能登半島地震に関する報告会 2024年5月8日

東京大学

令和６年能登半島地震ワークショップ 2024年3月12日

2024年公開講義 2024年8月6日

能登の海底で何が起こったのか？学術研究船「白鳳丸」に
よる緊急調査航海でわかったこと 2024年12月21日

海と地球のシンポジウム 2025年3月12～13日

名古屋大学
2023年度年次報告会 2024年3月21日

第12回減災連携研究センターシンポジウム 2024年6月21日

京都大学

報告会「令和６年能登半島地震災害を理解する」 2024年1月28日

令和５年度 京都大学防災研究所 研究発表講演会 2024年2月21～22日

地震リスク評価高度化研究分野 成果報告会 2024年3月21～22日

第61回自然災害科学総合シンポジウム 2024年9月21日

令和６年度 京都大学防災研究所 研究発表講演会 2025年2月20～21日

原子力規制委員会

第71回技術情報検討会 2025年3月27日

第5回原子炉安全専門審査会及び核燃料安全専門審査会
地震・津波部会 2025年6月20日

産業技術総合研究所

第340回活断層・地震研究セミナー「2024年（令和6年）能登
半島地震で石川県珠洲市若山町の若山川沿いに出現した

地表変状の特徴」

2024年11月22日

第348回活断層・地震研究セミナー「2024年能登半島地震
の特異な破壊過程と広域地質災害」

2025年2月28日

防災科学技術研究所
令和5年度 第4回 災害レジリエンス共創研究会

「令和6年能登半島地震」報告会
2024年3月5日

海上保安庁 令和6年度海洋情報部研究成果発表会 2025年1月30日

国土地理院 第187回国土地理院地理地殻活動研究センター談話会 2025年2月21日

応用地質㈱ OYOフェア2024 2024年7月30日

令和6年能登半島地震に係る主な報告会等（２／２）
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